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　この号が手元に届く頃の私へ。東京オリンピック
の準備は進んでいますか？　新型コロナのワクチン
接種は効果を生んでいますか。地震や豪雨の被害が、
また出てしまってはいませんか。
　東日本大震災から10年。この間にマンモス級の予
期せぬ災害が起こる頻度が高くなってきたような気
がする。１年ほど前から、新型コロナウイルスと闘
うために世界中で生活様式が変化した。南米でもア
ラブ諸国でも、皆一様にマスクをしている。アニメ
ではない。毎日そんなニュース映像が流れ、世界は
一つだということ、世界は小さいということ、人間
は皆同じ人類なのだということを思い知らされる。
ユニクロの柳井社長が朝日新聞のインタビューで、

コロナ禍は通常なら10年かかる社会的変化を一気
にもたらしたと語っていた。私も今、大学でオンラ
インの授業をするため、ｅ-ラーニングシステムにふ
るい落とされないよう頑張っている。そして、逆に、
オンライン授業の良い面にも気づき、対面式授業を
当然だと考えてきたこれまでの大学の在り方を相対
的に捉えられるようになってきた。
  「はかない」という言葉の語源は、計ることのでき
る目安や物事の進み具合（はか）がないということ
らしい。生活のペースが大きく変わり、先が見えに
くく、「はかなさ」を覚える。だからこそ、今生きて
いる当たり前を見つめ直すこともできる。そんな発
想法に恵まれるときなのかもしれない。（HJ）

幼児の教育 夏号 第120巻　第３号
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